




A case of developmental support by the health center
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考　察
本児は、多動であること・こだわりが強い・他者と
のコミュニケーションがとりにくいという主訴で関わ
ることとなった。新版K式発達検査（図1）において、
1歳8ヶ月から2歳8ヶ月の間の認知・適応領域、言語
社会領域の発達面に伸びがみられず、その他の行動観
察から、総合的に広汎性発達障害が疑われるケースで
ある。面接の過程の中で、本児を取り巻く環境的要因
の悪さが、本児の発達に影響している可能性が感じら
れた。そこで、母親の支援に重点を置きながら、それ
と平行して、本児への関わり方などの助言を行った。
そして母親にとって一番身近である母方祖母が、母親
を情緒的に支援することにより、母子ともにゆとりが
でき、その結果、子どもの表情がよくなるとともに、
言語を通して感情表現ができるようになってきたよう
である。さらに同年齢の子どもたちと交流する親子教
室への参加を通して、初回での本児の様子は、自分の
ペースでひたすら動き回るだけであったが、回を重ね
るごとに、少しずつ友達に興味を示し、スタッフの関
わりにも反応できるようになり、さらに絵本の読み聞
かせなどの集団的な場面にも交わることができるよう
になった。このような経過をみてきた母親は、本児へ
の関わりが前向きに考えられるようになり、癇癪をお
こしたときの対応やコミュニケーションのとり方など
を工夫しようとしている。その結果、母子関係が少し
ずつ改善され、本児の発達が促されたのではないかと
思われる。
このような支援を受けることを通して、母親の意識
の中に自分ひとりで子育てするのではなく、祖母に手
伝ってもらえる安心感が芽生え、さらに困ったときに
は保健師に相談できるという安心感も生じ、少し気持
ちに余裕が出てきたのだと思われる。そして、医学的
な支援を行なうA病院やT小児科が、紙面上のやり取
りではあるが連携がとれたことは、大きな成果である
と思われる。いわば、保健所を中核とした専門家の連
携が、母子を「保健所親子教室」から「H親子教室」へ、
そして療育施設「H園」へとつなぎ、母親は子育てを
前向きに捉えられるようになり、同時に子育てを少し
楽しむ余裕ができ、本児の発達にもよい変化が見られ
た支援体制の一事例といえよう。
結果として、支援する人々や機関が、良い形で連携
がとれたことが、母子の精神的負担を軽減できた要因
のひとつだと考えられる。
母親に対して支援をすることにより、母親のストレ
スが軽減し、本児に対する関わり・捉え方・受け止め
方が少しずつ変化し、心の余裕や子育てを楽しむこと
ができるようになったと考えられる。現在は、本児に
とっての育ちの環境は、よい方向に変わりつつあるが、
一緒に生活している父親や父方祖父母の育児に対する
理解がなく、彼らによれば、母親の子育ての仕方の悪
さによって子どもがうまく発達していないという誤っ
た認識はあまり変わっていないようである。また本児
の父親も、発達相談への付き添いを報告者が依頼する
が、これまでのところ協力的ではない。本児にとって
は、成長とともに本児に対する周りの理解というもの
は、不可欠だと考えている。
この事例を通して、母子と関わった医師や保健師、
親子教室のスタッフ、発達相談員の支援が、母子双方
に向けられ、なお、お互いの共通理解ができたことが、
母親の精神的な安定と、本児の望ましい発達に起因し
たと考えられる。
このように、子育ての初期より母子双方への支援が
可能な保健所は、行政機関としての限界はあるものの、
子育て支援の中核として、非常に大きな役割を果たし
うるといえよう。
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図1　新版K式発達検査
